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内
閣
総
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安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
総
理
の
言
う
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
の
意
味
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
総
理
の
言
う
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
の
意
味
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
た
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
と
は
、

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
七

月
十
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
四
五
七
号
）
一
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
戦
後
の
「
憲
法
を
頂
点
と
し
た
、
行
政
シ
ス
テ
ム
、
教

育
、
経
済
、
雇
用
、
国
と
地
方
の
関
係
、
外
交
・
安
全
保
障
な
ど
の
基
本
的
枠
組
み
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
二
月
十
七
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
「
二
十
一
世

紀
と
な
っ
た
今
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
二
十
一
世
紀
の
現
在

に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
仕
組
み
に
変
え
て
い
く
べ
き
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。


